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テ
ロ
対
策
施
設
建
設
の
遅
れ

九
州
電
力
＝
川
内
１
号
機

（鹿

児
島
県
薩
摩
川
内
市
）
が
、
テ
ロ

対
策
施
設
の
建
設
の
遅
れ
か
ら
、

来
春
二
月
に
運
転
停
止
と
な
る
見

通
し
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
ほ
ど
、

わ
か
つ
た
。

テ
ロ
対
策
施
設

「特
定
重
大
事

故
等
対
処
施
設
」

（特
重
施
設
）

の
完
成
の
遅
れ
で
の
原
発
の
運
転

停
止
は
全
国
で
初
め
て
で
あ
る
。

原
子
力
規
制
委
員
会
は
四
月
、

特
重
施
設
が
期
限
ま
で
に
完
成
し

て
い
な
い
場
合
、
運
転
中
の
原
発

の
停
止
を
命
じ
る
こ
と
を
決
め
た

（前
号

一
面
報
道
）
。
六
月
十
二

日
に
は
停
止
手
続
き
と
し
て
、
期

限
満
了
時

に
炉
内
が
冷
態
停
止

（核
分
裂
反
応
が
停
止
し
、
冷
却

水
が
九
十
五
℃
以
下
、
炉
内
が
減

圧
さ
れ
て
い
る
状
態
）
と
す
る
た

め
に
、　
一
週
間
前
を
め
ど
に
停
止

命
令
を
出
す
方
針
を
示
し
た
。

九
電
は
、
大
幅
な
工
期
短
縮
は

難
し
く
、
来
年
二
月
十
七
日
の
期

限
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
状
況
。

同
じ
く
川
内
２
号
機
も
同
五
月
二

十

一
日
の
設
置
期
限
に
は
間
に
合

わ
ず
、
運
転
停
止
と
な
る
見
通
し

で
あ
る
。

原
発
を
な
く
す
鹿
児
島
県
連
絡

会
議
は
じ
め
住
民
は
、
川
内
原
発

を
即
時
運
転
停
止
し
、
廃
炉
に
す

る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
十
月

二
十
六
、
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ

る

「全
国
交
流
集
会

ｉ

ｎ
　
鹿

児
島
」
は
、
そ
の
世
論
形
成
を
促

す
目
的
で
開
か
れ
る
。

特
重
施
設
は
、
故
意
に
よ
る
大

型
航
空
機
の
衝
突
や
テ
ロ
に
よ
り

炉
心
損
傷
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
な
ど
に
対
し
、
放
射
性
物

質
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
施

設
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
原
子
炉

圧
力
容
器

・
格
納
容
器
の
減
圧

ｏ

注
水
機
能
を
有
す
る
施
設
及
び
こ

れ
ら
を
操
作
す
る
緊
急
時
制
御
室

等
を
原
子
炉
か
ら
百
厨
近
く
離
れ

た
と
こ
ろ
に
設
置
し
、
頑
健
な
建

物
に
収
容
す
る
と
さ
れ
る
。

米
国
の

「
９

・
１
１
」
事
件
以

来
、
欧
米
で
は
格
納
容
器
二
重
化

工
事
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。
特

重
施
設
は
、
原
子
炉
建
屋
や
原
子

炉
圧
力
容
器

・
格
納
容
器
を
、
テ

ロ
に
よ
る
航
空
機
衝
突
か
ら
直
接

守
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
原

子
炉
建
屋
が
破
壊
さ
れ
た
際
、
原

子
炉
の
減
圧

・
注
水
機
能
を
も

つ

施
設
を
原
子
炉
近
く
に
設
置
す
る

と
い
う
も
の
。
こ
れ
で
は
た
し
て

航
空
機
衝
突
な
ど
の
テ
ロ
対
策
に

有
効
な
の
か
。
は
な
は
だ
疑
間
が

残
る
。
新
規
制
基
準
で
は
、
特
重
施
設

の
即
時
建
設
の
義
務
づ
け
で
は
な

く
当
初
、

「新
規
制
基
準
施
行
後
」

の

一
律
五
年
間
の
経
過
措
置
期
間

が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
さ
ら

に

「
工
事
認
可
後
」
に
修
正
さ
れ

た
。
ど
こ
ま
で
本
気
か
が
問
わ
れ

る
経
過
で
あ
る
。
電
力
会
社
は
、

再
稼
働
原
発
の
す
べ
て
で
こ
の
期

限
さ
え
守
れ
な
い
の
で
あ
る
。
原

発
運
転
の
資
格
が
問
わ
れ
る
。

○

「原
発
ゼ

ロ
基
本
法
案
」
審
議
入
り
求
め
る
団
体
署
名
提
出

（
二
面
）

○
関
西
電
力
三
原
発
　
火
山
灰
想
定

「不
適
合
」

（三
面
）

○
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
　
未
臨
界
核
実
験

（五
面
）

●

「
百
間
は

一
見
に

し
か
ず
」
―
こ
の
こ

と
わ
ざ
は
、
原
発
住

民
運
動
で
も
脈
々
と

生
き
て
い
る
●
原
住

連

は
、
福
島
第

一
原
発
事
故

（
二
〇

一
一
年
）
以
来
の
八
年

余
の
間
、
事
故
現
地
の
見
学

の

重
要
性
を
強
調
。
原
住
連
は
じ

め
市
民
団
体
、
労
働
組
合
、
自

治
体
な
ど
の
現
地
視
察

の
活
動

に
協
力
。
そ
れ
ら
は
数
え
切
れ

な
い
●
現
地
で
は
、
い
わ
き
市

在
住
の
伊
東
達
也

・
原
住
連
筆

頭
代
表
委
員
、
楢
葉
町
の
宝
鏡

寺
住
職
の
早
川
篤
雄
ｏ同
代
表
委

員
ら
が
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
、

精
力
的
に
現
地
を
案
内
し
て
き

た
●
事
故
発
生
後
か
ら
放
置
さ

れ
た
家
屋
、
商
店
街
、
駅
舎
…
。

積
み
上
げ
ら
れ
た
除
染
土
、
洗

濯
機
な
ど
家
財
道
具
。
避
難
指

示
は
解
除
さ
れ
、
帰
町
宣
言
が

出
さ
れ
て
も
戻
る
人
は
高
齢
者
。

故
郷
に
戻
れ
な
い
人
は
十
万
人

に
近
い
現
実
を
見
る
●
そ
れ
ら

一
つ
一
つ
が
参
加
者
に
原
発
事

故
の
現
実
と
実
感
を
伝
え
る
。

こ
れ
を
見
て
、

「原
発
依
存
」

を
考
え
る
人
は

一
人
も
い
な
い
。


